
SPring-8の高度化に向けた今後の議論の進め方 

 

 

議論の進め方 

 以下の論点に基づき、理化学研究所等から対応策をヒアリングし、小委員会としての

考え方を前回（第 12期第２回）から次回（第４回）までの３回にわたり議論する。 

 

論点とスケジュール 

 

（第 49 回 令和５年８月 30日済） 

１．技術の高度化の在り方 

 ・技術目標（輝度、実用空間分解能） 

 ・開発期間・時期  

 

２．仕組みの高度化の在り方 

・ユーザー利用環境 

 （コンシェルジュ機能、サンプル調製機能、データ共有機能等） →今回 

・産業・地域との連携 

 （理研テック系ベンチャー支援との接続、地域による支援策等） →今回 

・広報・アウトリーチ →今回 

 

・人材育成・交流 →次回 

・「SPring-8-Ⅱ」らしい利活用コンセプト →次回 
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